
                            

                                      

             

          

        

          

              

議会報告 まつざき淑子の一般質問 

2020 年 9 月、市民センターを改修し、新図書館を新たに商工会・駄倉地

区センター敷地に整備する市民センター等改修基本方針がまとめられまし

たが、市民からのパブコメや意見聴取が行われませんでした。生活者ネット

ワークは改修に向けての補正予算および 2021 年度予算審議において、市

民参加の後退とならないように市民参加と市民協働に関する条例の見直

しなどを要望してきました。 

今年度市民センター改修および新図書館整備のワークショップが開かれ

ていますが、参加者へ経緯などの説明不足や公募市民の半数近くの欠席

により、有意義な話し合いが進んでいません。新しい市民センターへは、さ

まざまな期待と思いがあります。財政と時間を盾にその思いに蓋をしてし

まうことは十分な市民参加とは言えません。公共施設の整備や大規模改

修に市民参加が保障されるよう、第三者機関による「市民参加」の検証を

要望しました。 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者の介護を社会全体で支え合う仕組みとして介護保険制度が始まって 21 年。給付抑制やヘ

ルパー不足の問題、介護離職や介護者の孤立の問題が顕在化しています。老々介護、多重介護、ヤ

ングケアラーなど問題も多様化・複合化しています。介護をしていてもその人自身が人生の主人公

になれる共生の社会づくりをめざす先行自治体では、「ケアラー支援条例」の制定が進んでいます。   

狛江市でも介護者の会、夜間の介護相談、おむつ支給事業や GPS の貸し出しは行っています。相

談は地域包括支援センター及び福祉相談課が窓口です。医療や介護支援のために各家庭を訪問し

ている看護師やケアマネージャー、ヘルパーなどが介護者の負担・悩みに気づき、介護者のレスパイ

ト（休養）のためにショートステイなどのサービスにつなげることも大切です。介護離職を避けるため

にも泊り機能のある小規模多機能型居宅介護の拡充や、介護休暇制度の周知を要望しました。 

ヤングケアラー支援については国がプロジェクト報告を取りまとめ、来年度予算概要も明らかに

なり、多くの自治体で支援体制構築への取り組みが始まっています。狛江市は国・都の動きを注視す

るとの答弁でしたが、積極的な実態調査と子ども・若者が相談しやすい場づくりや教育と福祉が連

携した支援のあり方を再度要望しました。 

 

 

市議会議員まつざき淑子
よ し こ

の議会報告 
 

狛江市議会第 4回定例会が 2021年 11月 26日から 12月 22日まで開かれました 

 

狛江市環境基本計画(2020.3)での温室効果ガス削減目標は 2013 年比

で 2030 年 36%,2050 年 80%ですが、その後 2021 年 4 月に狛江市は

「2050 ゼロカーボンシティ」を宣言したので目標値の変更を求めました。 

2021 年度市庁舎に再生可能エネルギー（再エネ）電力の導入が実現しま

したが、電気料金は以前とほぼ変わらず CO2 は 5.6％削減できました。 

公用車は2023年度までに、所有台数の5割を電気自動車に。照明のLED

化は 2030年までにはほぼ完了。今後全公共施設に再エネ電力が導入され

ると公共施設などからの CO2 排出目標は達成されます。 

狛江市の CO2 排出は 6 割が家庭から。経済的な負担が大幅に増えるこ

となく CO2 排出を削減する再エネ電力への切り替えを市民に周知・アピー

ルすることを要望しました。また太陽光発電設置などに必要な補助金情報

をわかりやすく示し、省エネ家電へ買い替え、建て替え・住宅購入時に省エ

ネ・断熱住宅を選択できるようネットゼロに向けて実効性のある支援策が

必要です。農地に太陽光発電を設置し地域の発電所となるソーラーシェア

リングなど積極的な狛江産再エネ創出の検討も要望しました。 
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美味しそう！居場所活動で

お弁当作り 

議員有志による支援につなぐ活
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喜多見駅で議会報告 


